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令和元年６月橋本市議会定例会会議録（第５号）その３ 

令和元年６月20日（木） 

                                          

 日程第12 議案第１号 令和元年度橋本市

一般会計補正予算（第２号）に

ついて 

○議長（土井裕美子君）日程第12 議案第１

号令和元年度橋本市一般会計補正予算（第２

号）について を議題といたします。 

 これより質疑を行います。便宜、補正予算

説明書により、歳出から款別に行います。補

正予算説明書の令和元年度一般会計補正予算

（第２号）の９ページをお開きください。 

 まず、２款総務費、９ページから12ページ、

質疑ありませんか。 

 13番 田中さん。 

○13番（田中博晃君）まず一つ目なんですけ

ども、000210広報広聴に要する経費で、これ

はパブリックビューイングということなんで

すけれども、ただ、これ、新聞報道が異常に

早かったというのと、そこにはある一定の日

まで書かれている中で結構こういうのって、

だいたい新聞の一番下には補正で提案された

等のことは書かれておるんですけれども、た

だ、こういうのってどのような報道発表した

のかなと。もちろん、もしかしたら、新聞社

が独自に調べてここやというのもやったかも

しれへんけども、結構ＮＨＫってこういうの

を気にされているところだと思うので、この

あたりについて市はどのような発表をして、

例えば、報道が早過ぎた場合には注意等は入

れたのかどうかという点が一点。 

 それと、その下の222行政改革推進に要する

経費のＲＰＡの部分なんですけれども、これ

は市が取り組みかけているところで、今回の

この委託料でどの業務と言うんですかね、ふ

るさと納税なんか徴税なんかというところが、

どの業務にこれをするのかというのがまず一

点。 

 それと、機械のすることですから、逆にき

ちんとしたことを教えたらそのとおり作業し

ていってくれるので、タイムラグも発生せず

にできるのはわかるんですけれども、反面、

もし間違えた処理をプログラムした場合には、

そのチェック機能が果たせるのかどうかとい

うところ。ここについてお伺いいたします。 

○議長（土井裕美子君）総合政策部長。 

○総合政策部長（上田力也君）まず一点目の

広報広聴に要する経費のところでございます

けども、私どもは６月議会定例会、これにお

ける定例の記者発表として、その一部として

視聴イベントについて案内をさせていただき

ました。その際、当然マスコミのほうから、

報道機関のほうから質問を受けるわけですけ

ども、それについては、この予算の内容につ

いて説明を申し上げました。この新聞の記事

の内容につきましては、これは当然、書き方

については報道さんに委ねられるところでご

ざいますので、私どもは粛々とその内容につ

いてお答えをさせていただいたという、そう

いう状況でございます。 

○議長（土井裕美子君）財政課長。 

○財政課長（井上稔章君）ＲＰＡの導入委託

についてお答えいたします。 

 まず一点目のどのような業務に対して実施

するのかというおただしですが、一つ目は、

先ほど議員がおっしゃられたように、ふるさ

と納税の入力作業、これについて適用をした

いと考えています。もう一点ございまして、

今年度につきましては、介護保険の要介護認

定の情報入力作業、この二点をメインに進め

たいと考えております。 

 それから、もし間違えた処理を機械に覚え
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込ませたらどうなるのかというようなおただ

しだったと思うんですが、この点につきまし

ては、入力すべき元データがございまして、

そのデータを自動で必要なシステムに入力す

るというのが、機械で入力するというのがこ

のＲＰＡのいいところなんですが、入力し終

わったデータをシステムから今度は吐き出し

まして、それを機械上で突合をかけるという

作業をいたしますので、ミスするということ

はあり得ません。 

 以上です。 

○議長（土井裕美子君）13番 田中さん。 

○13番（田中博晃君）もう一度ＲＰＡのとこ

ろなんですけれども、最初の作業自体はそん

なに難しくないものだというふうに聞いてお

るんですけれども、恐らく将来このやり方が

うまいこといったら、市の中でいろんなとこ

ろで取り入れていくことになるのかなという

ふうに、私は勝手に解釈しておるんですけれ

ども、そうなった場合に、例えば、担当者が

異動なり、ちょっと長期で休まれた場合とか、

そのあたりのフォローをできる職員体制と言

うんですかね、ＲＰＡによって仕事量はすご

い減らせられる反面、担当になって、それが

もし異動等々でなった場合とかのそのあたり

の不安があるんですけれども、そのあたりは

どのようにお考えでしょうか。 

○議長（土井裕美子君）財政課長。 

○財政課長（井上稔章君）ただ今のおただし

ですが、実は昨年度、平成30年度でも総務省

の業務改革プロジェクトという補助金をいた

だいて、一旦実証試験を実施しました。その

中で若手職員を中心にシステムの入力という

のをやってもらったんですが、比較的簡単に

というと語弊があるかもしれないんですけれ

ども、難しい作業ではなく技術を習得できる

というものでございます。 

 さらに、今年度につきましては、今回のこ

の委託業務の中に職員研修の費用も含んでお

りまして、職員研修をして、いろんな課でい

ろんな業務に適用できないかという検討も含

めて実施していきたいというふうに考えてお

ります。 

 以上です。 

○議長（土井裕美子君）ほかにありませんか。 

 ４番 森下さん。 

○４番（森下伸吾君）12ページ、001111のと

ころになりますが、未婚の児童扶養手当受給

者に対する臨時特別給付金ですが、もう少し

詳しく教えていただけますか。 

○議長（土井裕美子君）すいません、そこは

まだですね。民生費ですね。同じ12ページで

すがちょっと分かれておりまして、次のとき

にお願いいたします。 

 12ページ、ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（土井裕美子君）質疑がありませんの

で、２款を終わります。 

 それでは、次に、３款民生費、４款衛生費、

11ページから12ページまで、質疑ありません

か。 

 ４番 森下さん。 

○４番（森下伸吾君）すいません、ちょっと

フライングしまして申しわけないです。先ほ

どの001111のところ、未婚の児童扶養手当受

給者に対する臨時特別給付金のもう少し詳し

い説明をお願いします。 

○議長（土井裕美子君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（吉田健司君）ただ今の質問

にお答えします。今回、消費税が８％から10％

になる予定です。それに伴いまして、児童扶

養手当の受給者のうち未婚のひとり親に対し

て新たな支給が決定しました。2019年度にお

いては、一人当たり１万7,500円の支給を児童

扶養手当に上乗せする形となっています。金

額的には、１万7,500円の80人分の補正をさせ
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ていただいています。 

○議長（土井裕美子君）ほかにありませんか。 

 18番 中本さん。 

○18番（中本正人君）ただ今の関連質問です

けども、一応80名というのは、じゃあ、本市

においてひとり親家庭というのは80世帯とい

うことで考えていいんですか。未婚世帯とい

うのは80世帯でいいんですか。 

○議長（土井裕美子君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（吉田健司君）ひとり親世帯

というのは、ちょっと今しっかりした資料を

持ってないんで、だいたい650世帯ぐらいあり

ます。その中で未婚とつきましたら、今のと

ころ把握していますのが80世帯ということで

す。 

○議長（土井裕美子君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（土井裕美子君）ありませんので、３

款、４款を終わります。 

 次に、６款農林水産業費、７款商工費、11

ページから14ページまで、質疑ありませんか。 

 11番 阪本さん。 

○11番（阪本久代君）プレミアムつき商品券

のところで、臨時議会のときにもいろいろ質

問は出ていたんですけど、対象の方に応募券

を送って、それで応募されるかどうかで、ま

た、買われるとなったらまた引きかえ券が送

られてくるということだったと思うんですけ

れども、住民税非課税世帯であるとかって言

ったら、結構高齢世帯が多いんじゃないかと

思うんです。実際に買いたいと思ってもその

販売がたしか１箇所で、もうちょっとあるん

かな、販売のところまで行くことが難しい方

も出てくるんではないかなと思うんですけれ

ども、その辺の配慮とかそういうのはどのよ

うに考えておられますでしょうか。 

○議長（土井裕美子君）経済推進部長。 

○経済推進部長（北岡慶久君）まず、販売す

る場所につきましては、９月、10月におきま

しては市民会館、産業文化会館を想定してお

ります。それから、それ以降の11月から２月

につきましては、シティセールス推進課の窓

口にて対応をしたいと思っています。 

 ただ、購入申請に関すること等の問い合わ

せ先につきましては、福祉課内にプレミアム

商品券サポートセンターを設置する予定です

ので、そちらのほうに問い合わせをいただき

たいと思います。 

○議長（土井裕美子君）11番 阪本さん。 

○11番（阪本久代君）どこで販売されるかわ

かったんですけど、ただ、買いたい、買える

と思っていても、そこまで行きにくい方への、

例えば、家族が行ってもいいとか、そういう

ことがあるのかどうかをお聞きしたかったん

です。 

○議長（土井裕美子君）経済推進部長。 

○経済推進部長（北岡慶久君）ご本人さんだ

けではなくて、家族等代理の方においても申

請等ができるというようなことも含めて、担

当事務局のほうで調整をさせていただきたい

と思います。 

○議長（土井裕美子君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（土井裕美子君）ありませんので、６

款、７款を終わります。 

 次に、９款消防費、13ページから14ページ

まで、質疑ありませんか。 

 ８番 杉本さん。 

○８番（杉本俊彦君）今回のこの消防用器具

の購入ということでされてますが。 

○議長（土井裕美子君）ページ数と款を。 

○８番（杉本俊彦君）ページ数は13ページか

ら14ページのほうで、218万4,000円の分です。

18番備品購入費218万4,000円。これ、トラン

シーバー33台とチェーンソー19台の購入費っ

てありますが、これで消防団全部に行き渡っ
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たのでしょうか。 

○議長（土井裕美子君）消防長。 

○消防長（木次則雄君）お答えさせていただ

きます。トランシーバーにありましては33台、

金額になったら70万5,672円となります。これ

は全配備計画の96台のうち未配備の部分が33

台となっておりまして、予算計上させていた

だきました。それで、消防団車両の48台に対

して２台ずつ配備を進めてまいりましたが、

現時点では配備が済んでない残りの33台分を

集中的かつ緊急的に整備するものとなってお

ります。 

 チェーンソーにありましても19台、これが

147万7,440円となっております。これも全配

備計画納庫器具庫が47箇所、うち未配備分が

19台となっておりますので、購入費を予算計

上しました。そして、消防団施設47箇所に対

して１台ずつの配備を進めてまいりましたが、

現時点では、残り19台分を集中的かつ緊急的

に整備するものです。 

 これはいずれも、平成30年の12月に閣議決

定された防災・減災、国土強靭化のための３

カ年緊急対策の一環として、地域防災力の中

核を担う消防団のより効果的な救助活動を図

るため、消防団における配備が進んでいない

救助用資機材等の整備を３カ年、平成30年度、

令和元年度、令和２年度に限り、臨時特例的

に促進することを目的に創設されました消防

団設備整備費補助金に基づき、既に消防本部

が県を通じて総務省、消防庁に平成30年度分

の要望として配分及び交付決定された金額を

計上したものです。 

 補助率にあっては、国が３分の１、そして

地方負担が３分の２、そのうち特別交付税の

措置を講じるということで、0.8の交付税措置

となります。総額218万3,112円、補助金相当

額が72万7,000円となっております。そのうち

特別交付税措置分としまして145万6,112円、

そして、実質市負担分といたしましては29万

1,223円となっておりますので、質問にありま

しては、全納庫器具庫の全ての配備となりま

す。 

○議長（土井裕美子君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（土井裕美子君）ありませんので、９

款を終わります。 

 次に、10款教育費、13ページから18ページ

まで、質疑ありませんか。 

 15番 堀内さん。 

○15番（堀内和久君）18ページ、003320の下

の13委託料、こっちの説明書のほうでもある

んですけども、これについてちょっとたくさ

ん聞きます。２回しか話しできないので、五

つ、六つ聞くんで答弁者はメモしてください。

このお金は、説明はよく理解できます。ただ、

反対するものではないんですけども、きっち

りと聞いておきたいことがあります。この委

託料、これはまずどこに支払うんですかとい

うこと。 

 筒香選手といったら横浜ベイスターズのプ

ロ野球選手ですね。球団とは連携がとれとる

んか。 

 あと、三つ目、本人は来れるのか。 

 四つ目、どんなイベントで、いつどこでや

るのか。 

 五つ目、推進アドバイザーというのに、前

に新聞に載ってたと思うんですけども、この

アドバイザーというのはもう一つようわかれ

へんので、それの説明と、本来こういう橋本

市民である筒香選手という位置づけやったら

皆さん、どういうふうに思っているのかわか

らないんですけども、僕らから、僕は野球好

きなんであれなんですけど、筒香選手といっ

たら橋本市出身のプロ野球選手だけじゃなく

て、日本代表の４番でもあります。格が違う

んですね、プロ野球選手の中でも。というこ
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とは、スポーツアドバイザー云々ではなくて、

やっぱり橋本市の敬意として、例えば、人そ

れぞれ考えは違うと思うんですけど、中村智

太郎選手であるとか岡潔先生であるとか、前

畑、古川さんみたいな位置づけと引けをとら

ないような現在進行形の選手であります。日

本の宝であります。だから、自治体が違えば、

王、長嶋レベルやと僕は思っとるんです。果

たしてそれがこの位置づけでいいのかという

こと。 

 六つ目、本来であれば観光大使とか、もっ

とやっていかなければならないことというの

があるんと違うんかなということ。 

 七つ目が、最後になります、以前の話にな

るんですけども、アドバイザー承認の新聞に

載ったときに、その新聞に載る少し前にいろ

んな他団体に説明があったと思うんですけど

も、それで橋本中央中学校でイベントしてま

すよね。あのときの説明は、スポ少絡んで振

興公社の理事長宛ての名前と、教育委員会教

育長の名前とＡ４の紙２枚ちらほらあって、

統一性がなかった。こういうふうないい加減

なことをやっとるようなことが、この予算を

使うのにどないつながるんか。この七つ、お

願いします。 

○議長（土井裕美子君）教育部長。 

○教育部長（阪口浩章君）まず一点目の支払

い先なんですけども、この事業につきまして

は、推進アドバイザーということで横浜ベイ

スターズの筒香選手、なっていただいてござ

います。その関係で専属のマネジメント会社

がございまして、この事業をするにあたりま

してはアドバイザーの筒香選手のエキスを、

やっぱり十分に引き出したいということがご

ざいますので、そのマネジメント会社に委託

をしたいというふうには考えてございます。 

 それから、球団への了解かと思いますけど

も、これにつきましても一応専属のマネジメ

ント会社ということで位置づけられておりま

すので、了解はとれているものというふうに

認識してございます。本人につきましても、

このご本人のマネジメント会社ということで

了解はいただいておるかと思うんですけども、

ただ、やはりプロスポーツ選手ということで、

オフということで日程等は調整したいとは考

えておるんですけども、基本的には来ていた

だきたいということで交渉をしてまいりたい

というふうに考えております。 

 次に四つ目の内容でございます。この内容

につきましては今回、このスポーツ推進アド

バイザー制度を活用して、子どもの体力や運

動能力の向上、それから体を動かすことの楽

しさの発見、またスポーツに親しむことがで

きる機会づくりと指導者の育成というような

ことを目的に実施したいと考えています。 

 具体的な今考えている内容につきましては、

一つ目が、指導者、保護者向けの講座という

のを考えてございます。これは筒香選手にい

ろいろ携わってきた、例えば、体の使い方で

あったり、やはりプロ野球選手ということで、

非常にボールを見る目の動きといいますか、

視力といいますか、動体視力といいますか、

そういうのが非常に重要であるということの

中で、そういうことをいろいろアドバイス、

指導されている方をできたらお招きをして、

そういうふうなお話を指導者の方、保護者の

方を中心にお聞きいただけたらなと。そうい

うふうな講座を複数回、３回から４回、５回

と予定したいというふうに考えています。 

 もう一つが、やはり子どものということで

ありますので、まずは幼児、児童が運動に親

しむ機会を持っていただくということで、園

児、それから、小学校の低学年向け、３年生

ぐらいまでと考えておるんですけども、その

子どもたちを対象に遊びを通して体を動かす

ことの楽しさを発見していただくというよう



－201－ 

なことを考えてございます。これにつきまし

ては、できるだけ内容については筒香選手が

幼いときに、また、今現在やっている中でこ

ういう内容のメニューがいいなというものを

提案いただいて、その内容について、できれ

ば市内を４ブロック程度に分けて巡回をして、

たくさんの園児、児童さんに来ていただける

ようなこういう親しむ機会というものをつく

りたいと考えています。 

 三つ目なんですけども、三つ目が、今年で

すかね、１月20日の日に開催したイベントと

同内容になってくるんですけども、ミニ運動

会と講演会というものを考えたいというふう

に考えています。この講演会につきましては、

指導者の方々、また一般の方々も含めて広く

来ていただいて、ミニ運動会につきましては

小学校４年生から６年生の子どもたちを対象

に、市内の子どもたちに声をかけさせていた

だいて、できれば広い会場が必要になるかな

というふうに考えていますので、これは会場

の日程と、筒香さん本人の日程次第ですけど

も、県立体育館等を活用できればなというふ

うには考えてございます。 

 アドバイザーの目的と、五つ目でございま

す。これにつきましては、市民が運動スポー

ツに親しむことができるそういうための環境

づくり、子どもの体力とか運動能力の向上、

スポーツに親しむことができる機会、そのよ

うなことを実施していくために、このアドバ

イザー制度を設置させていただきました。本

当に今、議員おただしのように、日本を代表

する選手の方でございます。世界にも名をは

せておる選手でございます。そういう選手が

この橋本市出身で、また橋本市に対してすご

く、橋本市の特に子どもたちに目を向けてい

ただいとるということは非常に感謝しており

ます。そういう中で今現時点で、このアドバ

イザーということで、位置づけをさせていた

だいておるんですけども、また、将来的には

またさらにもう少しまたご本人のご意思もあ

るかわかりませんけども、また橋本市のほう

に目を向けていただくような方になっていた

だければなというふうには考えてはございま

す。 

 それから、今年の１月20日のイベントの内

容でございます。これにつきましては、先ほ

ど議員おただしいただいたように、市のほう

が、教育委員会のほうが実施していく部分と、

それから、ミニ運動会等については文化スポ

ーツ振興公社のほうの協力をいただいて、費

用的には、講演会のほうは市のほうで負担を

させていただいて、ミニ運動会については文

化スポーツ振興公社ということで、ある一定

の費用を負担していただいてございます。こ

れについては、今年のこの予算については、

教育委員会のほうがこの委託事業者と一体と

なって、またさらにスポーツ推進委員の皆さ

んや他のスポーツにかかわる団体の方々のご

意見も聞きながら進めていきたいというふう

に考えてございます。 

 以上です。 

○議長（土井裕美子君）15番 堀内君。 

○15番（堀内和久君）微妙な答えなんで、答

弁もれの指摘になったらまた細かいんで２回

目で結構でございます。 

 あと、答えありきで後づけ説明しとるよみ

たいな感じにとれるさかいに、こういうふう

な答弁になるのは仕方ないなというのはわか

るんです。ただ、僕が言いたいのは、ええこ

とをやろうとするからやってくれたらええ。

ほんまは一般財源から出とるから、それこそ

こんなところふるさと納税を使ったらなとい

う思いはあるんです。ただ、二つ目の質問と

したら、まず１個だけ答弁もれなんやけど質

問します。マネジメント会社と言わんと、ど

この会社ってちゃんと言うたらどうですか。
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これが一つ。 

 あと、順番ぐちゃぐちゃになるんですけど、

やっぱりうそはだめやと思うんです。教育委

員会発信、振興公社発信、ちゃんと１本そろ

えてやっていかんと、はぐくむ条例じゃない

ですけど市民協働とか、ともにという今答弁

したでしょう。他団体にどうのこうのって言

うたでしょう。やっぱりもっと周りに気つこ

たらなあかん。そうでしょう。野球選手なん

やから、前回らかって50人から80人の４年と

６年、なめとんかという話ですよ、はっきり

言うて。平等性担保できないでしょう。成人

式で五、六百人やさかい、１学年それぐらい

おるわけでしょう。一番地一丁目ったら野球

とちゃうんですか、この選手。そこらもうち

ょっと周り気使わなあかんと僕は思うんです。

はっきり言うて怒っとる。そこをもうちょっ

とちゃんとしてください。次するんであれば。

せっかくええもんにするんやったら、皆がや

っぱり一つになって、ともにと言うんやった

ら、ともっていう共っていうのはどういう漢

字なんかということです。 

 あと、やっぱり名誉市民の話、智太郎選手

は銀メダルやったかな、そのときは僕、すば

らしいことをしたと思っとるんですよ。だか

ら、日本代表で４番打つような人やったら、

かなり上位の選手というか、僕は打者に、バ

ッターボックス入ったら日本で一番やと思い

ますわ。世界からそういうふうに注目を受け

とる。でも、やっぱりそこらをもうちょっと

格の違いというんかな、この人はここの人や

ということを日本全国に知らしめていくとい

う、橋本市のここからの発信というやっぱり

熱意が僕はちょっと伝わらない。ここについ

て答弁だけください。ええようにしていただ

いたら結構です。反対するもんではないんや

けども、そこの約束をしてほしい。お願いし

ます。 

○議長（土井裕美子君）市長。 

〔市長（平木哲朗君）登壇〕 

○市長（平木哲朗君）堀内議員の質問にお答

えします。 

 ちょっと私は名誉市民のところだけお答え

させていただきます。これは本人のまず了解

をとらないといけないんで、あまり現役の間

はそういう名誉市民というふうな部分は難し

い。本人もそれを喜ぶかというと、そうでは

ないということをご理解いただきたいと思う

んです。 

 今、いろいろ話をしてまいりましたけど、

ようやく筒香選手は橋本市へ協力してあげよ

うというふうにマネジメント会社を通じてや

ってきてくれるようになったんです。当初、

最初来てくれたときには、写真もだめ、広報

に載せるのもだめというようなところから、

教育委員会がいろいろ交渉して、じゃあ、ス

ポーツ推進アドバイザーになってあげようと

いうふうに、かなり相手側と交渉を続けてき

た結果、ようやくイベントにも参加していた

だけるということになったというところもあ

りますので、その辺も理解をいただきたいな

というふうに思います。 

 私たちも、実は観光大使になってほしいと

いう話も筒香選手にもしてあるんですけども、

そこは球団、マネジメント会社のこともあっ

て、なかなか今写真も自由に使えない。溝端

淳平君にもそういうお話もしてあるんですけ

ども、彼の場合はまた協力はできませんとい

うふうな、やっぱり所属事務所とかあるんで、

勝手に肖像権の問題もあるんでできないとい

うふうなお話もあって、私たちもできるだけ

何かをやっていただきたい、橋本市のことを

情報発信していただきたいという思いはある

んですけども、なかなか立ちはだかるのが、

やっぱり所属事務所、球団というところにも

なります。 
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 ただ、今後、そういう中村智太郎君も世界

選手権の出場も決まって、ランクも６から７

に上がって、より東京オリンピックにも出る

チャンスが大きく広がってきてますし、今彼

も一生懸命練習をしてもらっています。そう

いう中で、彼がまた金メダルをとってくれた

なら、本人の了解があれば名誉市民とかそう

いうことも私たちとしては考えていきたいと。

やっぱり本人の了解をとらないと、そして、

プロダクションとか所属事務所の関係、そし

て、本人の意向ということも十分確認して、

その中で橋本市として精いっぱいのご褒美が

渡せるようにしていきたいと。 

 彼は本当に全日本の４番打者なんで、より

一層そういうふうな取り組みはしていきたい

と思います。今現在はなかなか本人も望まれ

ていないようですし、望まれて、いいよと言

うてくれるんだったら、また名誉市民のほか

に現役の間に何かそういうものを、賞を考え

て渡せないかなというのもこれから考えてい

きたいと思いますので、ご理解よろしくお願

いします。 

○議長（土井裕美子君）教育部長。 

○教育部長（阪口浩章君）この事業につきま

しては、筒香選手、本当に橋本市の子どもた

ちに夢を与えていただいてるかと思います。

やっぱりたくさんの子どもたちに参加してい

ただいて、少しでもスポーツに親しむような

環境づくりにつながればというふうに考えて

いますので、その点につきましては教育委員

会としてこの事業に懸命に取り組んでまいり

ます。 

（「答弁もれ」と呼ぶ者あり） 

○議長（土井裕美子君）答弁もれご指摘くだ

さい。 

○15番（堀内和久君）やっていく上での覚悟

というか、反省の部分はそれでかめへんです

わ。そやけど、答弁もれの会社の名前と、前

に１月何日にやったであろうその周知云々と

平等性担保できていないということですわ。

何十人の振興公社と教育委員会と二重で紙出

してって、このことについての反省というか

答弁、ここくださいよ。 

○議長（土井裕美子君）答弁を求めます。 

 教育部長。 

○教育部長（阪口浩章君）筒香選手のマネジ

メント会社につきましては、プロスペクト株

式会社でございます。 

 今年の１月20日行われたことにつきまして

は、対象、スポーツ少年団に所属する小学４

年生、６年生で呼びかけをさせていただいて、

73名の子どもたちに参加いただいたわけなん

ですけども、これのいきさつにつきましては、

会場の関係が一点あったというふうに聞いて

おります。会場の関係で橋本中央中学校の体

育館やったかと思うんですけども、その関係

があってたくさんの子どもたちが一堂に入れ

ないということで、スポーツに慣れ親しんで

おられる少年団の児童の方を対象にさせてい

ただいたと。 

 やはり４年生、６年生ということで５年生

の子どもが抜けていたんですけども、その方

については来年、今年は６年生になっておら

れるのでということで、当時はそういうふう

な判断がございましたが、今年につきまして

はやはり多くの子どもたちに、市としてはス

ポーツに親しむ機会を持っていただくという

ことを趣旨にこの事業に取り組んでいきたい

というふうに考えておりますので、たくさん

来れば、内容によっては抽選になる可能性も

あるんですけども、その辺につきましてはい

ろんなご意見も伺いながらこの事業を進めて

まいります。 

（「答弁もれ」と呼ぶ者あり） 

○議長（土井裕美子君）反省の弁がないとい

うことですか。どの答弁もれ、まだございま
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すか。 

○15番（堀内和久君）今の話では、４と６年

生の平等性担保できるのかなと思うので、何

を根拠に４と６やったんかということが僕の

聞いとる趣旨とは違います。あれやったら全

体でやりますけど。議長のご判断でいいです。 

○議長（土井裕美子君）教育長、ご答弁いた

だけますか、では。４年生と６年生のみの参

加の理由ですかね、聞いていただいているの

は。平等性の担保ができてないという観点か

ら、じゃあ、お答えいただけますか。 

○教育長（小林俊治君）先ほど部長が答弁さ

せていただいたように、会場の問題が一つあ

りました。ミニ運動会ということで、かなり

子どもたちが運動をしています。そういう意

味で言いますと、どれだけの対象にするかと

いうことで私たちも協議しましたけども、４

年生、６年生のスポーツ少年団に加入してい

る子どもたちに案内を送るというのが人数的

には正しい、危険性も伴わないと思っていま

す。 

 それと、これは余談になるかもわかりませ

んけども、筒香選手のお兄さんというのは今、

教育相談センターで憩の部屋の子どもたちに

スポーツをボランティアで教えていただいて

います。そういう形で、筒香選手自身もそう

いう思いもあって参加していただきました。

市長も申しておりましたように、本当に最初、

写真を撮ることもできないというふうな状況

の中から、お兄さんもお力添えをいただき、

いろんな方々にお力添えをいただいて、筒香

選手も私も話、またミニ運動会も見せていた

だきましたけども、和やかで本当に楽しくス

ポーツに興じていたというふうな思いがあり

ます。 

 ただ、一点、急激というか、日程が急でご

ざいましたので、例えば、スポーツ推進委員

にも協力いただきましたけども、これから今

後ますますスポーツ推進委員にも入っていた

だいたり、いろいろな方と連携をしながら取

り組んでいきたいと思います。 

 それから、振興公社につきましても同じこ

とで、やはり連携をして、いろんな角度から

子どもたちが楽しくスポーツできる、そうい

う環境づくりというか、それに寄与していき

たいと思っていますので、ご理解のほどよろ

しくお願いします。 

○議長（土井裕美子君）ほかにありませんか。 

 ５番 板橋さん。 

○５番（板橋真弓君）今の事業に関してなん

ですけど、ちょっとまた元へ戻るんですけれ

ども、主体は、この事業をこれから推進して

いくのはどちらになりますか。教育委員会が

中心になってやっていかれると思うんですか。

それか、この委託先というのはプロスペクト

株式会社というところに委託先は完全に決ま

っていて、委託料の200万円というのはそちら

に全部流れるというような形でよろしいんで

すか。 

 と申しますのは、事業の内容としても指導

者、先ほど教育部長からお話があったんです

けれども、指導者の保護者向けの講座であっ

たり、低学年向けの遊びとか、内容に関して

既に決まっているような形で今お聞かせいた

だいたんですけれども、スポーツ推進委員も

お手伝いとしてとかという形で参加という形

になっているんですけれども、先に事業計画

ありきで、なかなか相談とかいうような形で

はないのかなというふうにちょっと感じたん

ですけれど、主体はどちらで、協力というか

そういう形は、委託先のそのプロダクション

が内容的にはそのまま進めていくような形に

なっていくんでしょうか。 

○議長（土井裕美子君）教育部長。 

○教育部長（阪口浩章君）ただ今のご質問な

んですけども、この事業は市が実施していく
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わけなんですけども、委託事業ということに

なってございます。実施していかれる主体は、

委託先のプロスペクト株式会社になってくる

わけなんですけども、それを実施していくに

あたりましては、先ほどから事業内容は概ね

委託をしていく上で市としてメニューを考え

てきているわけでして、先ほど三点の大きな

メニューのほうをお伝えさせていただきまし

た。 

 それらの大きな三つの事業の中で、これを

進めていく中でこの計画を立ててきました４

月以降、スポーツ推進員の皆さんにもお話を

させていただきながら協力も求めさせていた

だいて、今年につきましては、仮にこの予算

が通った先には運営方法、どのような形で子

どもたちにこういうふうな内容を伝えていく

のかというのを一緒になって考えていってい

ただけるということについてはお話をさせて

いただいてまいりました。 

○議長（土井裕美子君）ほかにございません

か。 

 ８番 杉本さん。 

○８番（杉本俊彦君）今の件なんですけれど

も、去年、これがあったときに、小学校４年

と６年で、兄弟で５年と４年の子がおったら

弟だけが行けて何で俺行かれへんのやという

話であったり、６年生と５年生の子どもの場

合、６年だけ行けて何で５年あかんのやとか、

ただ人数を机の上で数えたら、確かにその人

数が適正やったかもしれませんが、ちょっと

心がないなという気もしますので、今回ちょ

っと見直していただくなり何なりしていただ

かないと、これは兄弟げんかが始まりますし、

いろんな面がありますので、そこはやってあ

げたほうがいいのではないかなと。 

 それと、この200万円の予算なんですけど、

これは筒香選手が来るということで200万円

と考えたらよろしいんですかね。この200万円

というのは、筒香選手が来なくてもコンサル

ティング料としてのお支払いはあると考えた

らいいんですかね。そこが、もし筒香選手が

来ることが前提であるならば、来れない場合

はないと考えていいのかどうかというのを教

えてください。 

○議長（土井裕美子君）教育部長。 

○教育部長（阪口浩章君）この事業につきま

しては、先ほどから三つの大きな柱があると

申し上げさせていただいてございます。その

うち、筒香選手が来ていただきたいのは、昨

年度やりました１月20日にミニ運動会と講演

会という形でやりました、シーズンオフの期

間にやるイベントについてはぜひ来ていただ

きたいということで、それについてはマネジ

メント会社とお願いをしまして、まだ確定は

しておりませんけども、その辺については努

力していきたいというふうに考えております。 

 ですので、一応、この委託料200円につきま

しては、当然それ以外の講座の部分であった

り、幼児の運動体験であったりというものに

つきましては、別途、筒香選手がこちらに来

られるとは別の費用というものが発生してま

いりますので、筒香選手の来られるというこ

とで一旦、全体200万円というのは組んでおり

ますけども、もし来なければ、内容等につい

て変更する場合が出てまいります。 

○議長（土井裕美子君）８番 杉本さん。 

○８番（杉本俊彦君）ありがとうございます。

それと、スポーツ少年団に入ってないと行け

なかったんですよ、去年はね。私も見に行か

せてもらいましたけども、やっぱり来ている

子どもたちは生き生きとして、ものすごくう

れしくって、私も世界的なスターを目の前に

して結構盛り上がってたんですが、家に帰っ

てこの話をしますと、何で私にも言うてくれ

へんのと。それを勤務先に話ししたら、配偶

者のほうは、周りのみんなね、私らも行きた
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かったのにって。 

 やっぱり筒香選手というのは世界的なスタ

ーなんで、おるということを連絡したら、安

全面を考えてあの中でできるのはあの人数だ

ったというようなのはわかるんですが、やっ

ぱりこんなチャンスってそないないし、来年

もしかアメリカへ行っとったら帰ってくるわ

けにもいかんやろし、そんなん考えたらほん

まにもうちょっとどないやろうという気はし

とるんで、見直していただけたらという、こ

の200万円を使ってお願いしたいところです。

コメントは結構です。お願いします。 

○議長（土井裕美子君）教育部長。 

○教育部長（阪口浩章君）本年度、この事業

で予定しておりますのは、市内の小学生、ス

ポーツ少年団に入っている入っていないにか

かわらず、小学校４年生以上の皆さんには、

このミニ運動会については呼びかけていきた

いというふうに考えておりますので、全ての

４年生以上の子どもたちには、会場が県立体

育館と筒香選手との日程との兼ね合いも出て

きますので、大きい会場であれば本当にたく

さん来てもらえるのかなというふうには考え

ております。 

 以上です。 

○議長（土井裕美子君）ほかにありませんか。 

 10番 髙本さん。 

○10番（髙本勝次君）16ページの19のところ

なんですけども、小田児童館解体工事負担金

のことなんですが、会社が予定されていると

思うので会社名と工事、いつからどれくらい

の予定になっておられるんかと、それと、建

物が古いので、あまりにもちょっと古いので、

アスベストのことも心配されるようなことも

聞いておりますので、その辺どのように対応

されているかお聞きしたいと思います。 

○議長（土井裕美子君）教育部長。 

○教育部長（阪口浩章君）この解体工事の負

担金につきましては、小田区のほうがこの用

地に新たにこの年度で集会所を建設されると

いうことで、解体につきましては今回小田区

のほうに負担金を出させていただいて、区の

ほうで実施をしていただいて、速やかに年度

中に建設を終えていただくというような計画

で進んでおります。 

 したがいまして、工事請負費ではなしに負

担金ということで予算計上させていただいて

おりますので、その請負業者等につきまして、

またこの設計内容につきましては、小田区の

ほうで決めていただいてございます。 

○議長（土井裕美子君）アスベスト。 

○教育部長（阪口浩章君）アスベスト等につ

きましては、設計業者のほうが小田区のほう

で委託をされておりまして、そちらから見積

もり内容等出てきております。その内容と市

がやりました解体工事の積算単価を比べた中

で、小田区の出された見積もりのほうが安か

ったんで、この864万円ということで入れさせ

ていただいています。ですので、小田区のこ

の設計書、委託された設計書の中に、その内

容については記載はされてございません。 

○議長（土井裕美子君）10番 髙本さん。 

○10番（髙本勝次君）これは市の建物であり

ますので、やっぱり地域の人のアスベストが

あったら心配だなというふうなご意見がある

んで、やっぱり委託しているから委託、区の

ほうに任せるんじゃなくて、ちょっとその辺

慎重に扱ってほしいと思うんですけども、そ

の辺ちょっと監視していただきたいんですけ

ど、よろしいでしょうか。 

○議長（土井裕美子君）建設部長。 

○建設部長（奈良雅木君）今のアスベストの

件に関しましては、私どものほうでチェック

させていただいて、もちろん設計単価のほう

もうちで積算して比べているんですけど、現

場のほうも確認して、アスベストの存在はな
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かったことが認められておりますので、アス

ベストを使っていませんので、ご安心してく

ださい。 

 以上です。 

○議長（土井裕美子君）ほかにありませんか。 

 ５番 板橋さん。 

○５番（板橋真弓君）また先ほどの200万円に

戻るんですけれども、200万円の内訳といいま

すか、筒香選手の委託料として200万円一応、

設けてあるという形で、このスポーツ推進事

業というのは筒香選手主体の事業というか、

子どもたちがスポーツというような形ではな

いような形で先ほど200万円はそれ以外にも

使うというふうにおっしゃったんですけれど

も、その場合、この事業を進めていく主体は

どちらになるんでしょうか。主体主体と言っ

て悪いんですけれども、協力というか、この

事業の計画とか内容に関してはどこが決めて、

どのような形で進んでいくのかということを。

ちょっと質問がおかしいですかね。まるごと

その委託業者にぱっと投げて、何も計画、市

として言えないとかそういうのではなくて、

200万円はとにかくどこかがちゃんと計画を

して口を挟むことができるとかというような

形になっておって、200万円を計上するに具体

的に、どういうことに何ぼ要るから200万円を

計上したというような形で計画されたのかお

聞きしたいです。 

○議長（土井裕美子君）先ほども同じような

質問でしたけれども、もう少し具体的にわか

りやすくご答弁をいただけますでしょうか。 

 教育部長。 

○教育部長（阪口浩章君）本件につきまして

は委託事業ということで、委託内容について

は市のほうで設計を組みまして、その内容を

ということになります。ただ、先ほど申し上

げましたようにスポーツ推進員といろんな意

見を聞きながら進めていくということには間

違いはございませんので、その点については

ご理解をお願いいたします。 

 なお、200万円の内訳なんですけども、指導

者、保護者向けの講座につきましては40万円、

それから、幼児、児童の運動体験につきまし

ては60万円、筒香選手が来られる交流イベン

ト等に50万円、その他広報費、会議費、資料

作成費、会場借り上げ、交通費等々で、あと

税も含めて、残りが約50万円ということの合

計200万円の積算内容になってございます。 

○議長（土井裕美子君）あと、主体というこ

とを何回もおっしゃっておりますが、主体は

どちらのほうになりますか。 

 教育部長。 

○教育部長（阪口浩章君）主体につきまして

は、進めていくのは委託事業者プロスペクト

株式会社になります。運営にあたりましては、

先ほど申し上げましたように、スポーツ推進

委員、またスポーツ少年団等のご意見を聞き

ながら進めてまいります。 

○議長（土井裕美子君）主催は橋本市になり

ますか。 

○教育部長（阪口浩章君）そうです。委託事

業ですので、当然橋本市です。 

○議長（土井裕美子君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（土井裕美子君）ありませんので、歳

出を終わります。 

 引き続き、歳入に入ります。５ページをお

開きください。 

 歳入全般について行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（土井裕美子君）ありませんので、歳

入を終わります。 

 それでは、歳入歳出全般について行います。 

 質疑ありませんか。 

 15番 堀内さん。 
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○15番（堀内和久君）すいません、もう一回

しつこくいきます。18ページでございます。 

 さっき、市長の答弁はよくわかるんです。

ただ、市長も我々も時のタイミングでここで

おるんであれなんですけど、筒香選手はプロ

デビューしたときに、例えば、紀の川市、日

本ハムの大きいの、民間事業ですけど、だか

ら、デビューしたときに応援して橋本市の筒

香だというふうに、もしデビューしたときに

それをしとったら、交渉ってしやすかったか

もしれないですよね。橋本市のスタンスとし

て、例えばの話です。だから、それは別に質

疑ではないんで、今、市長が言うてくれたこ

とにちょっと言いたかっただけなんで。 

 ただ、さっきの教育長の答弁に対して言う

んですけど、全ての子どもが楽しく過ごせれ

ばそれでというのは、それは皆同じ思いなん

です。その上で僕が聞いた質問というのは、

教育委員会に対して何で４年と６年なんよと

いうことを聞いとるんです。それは、５年生

をはみ出した答えにはなってないんですわ、

はっきり言うて。 

 僕がさっき申し上げたかったのは、成人式

とかでも同じ学年の子だけでも500人、600人

おるのに、そこの担保がとれてないというこ

とを、さっきの質問の答弁に対しての僕の質

問なんです。ほんで、質問ずれとると言うん

やったら僕は言いますけど、さっきの質問の

ことでも答弁もれしとるんですけど、200万円

の根拠として何に何ぼ要るというのは、今５

番議員で答えていただいたんですけど、次の

予算に対して、次、延べ何人ぐらいの人数を

アドバイザーすることによっての200万円か

ということが、肝心なことが聞けてない。 

 それと、さっきの教育長のこと、このこと

をお答えください。 

○議長（土井裕美子君）教育長。 

○教育長（小林俊治君）４年生と６年生とい

う形の答弁で、再度お話しさせていただきま

す。 

 できたら県立体育館を使用できたらと思っ

ていました。ただ、来ていただいてこういう

方で取り組むというお話が急でありましたの

で、県体育館でスケジュールが合いませんで

した。どこで会場を開くかということで協議

をしました。せっかくこのチャンスですので、

どこかで開きたいと。で、橋本中央中学校の

体育館で開こうという形になりました。 

 人数的に見て、筒香選手が来るということ

で全てのところに参加申し込みをした場合、

かなりミニ運動会ということもございますの

で、安全の担保ができないということで４年、

６年という形で決めさせていただいたのが現

実です。 

○議長（土井裕美子君）教育部長。 

○教育部長（阪口浩章君）先ほど、内訳を申

し上げさせていただいた内容の回数というこ

とでよろしいでしょうか。 

（「延べ人数」と呼ぶ者あり） 

○議長（土井裕美子君）延べ人数をお答えく

ださいということですね。 

○教育部長（阪口浩章君）３箇所の延べ人数

ということ。 

○15番（堀内和久君）年間で何人ぐらい考え

ておるんですか。 

○教育部長（阪口浩章君）まず、指導者、保

護者向け講座は、年間、今年につきましては

４回考えてございます。受講される受講者は

20名から30名を募集させていただいて、でき

る限り４回連続参加していただきたいと。そ

れによって一連、筒香選手にかかわる指導さ

れてきた方、また今トレーナーの皆さん、ど

ういう方になるかわかりませんけども、最終

的にはいろいろその辺の一連の筒香選手が今

の成長してきた過程を学んでいただけるとい

うふうに思っています。 
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 それから、幼児、児童の運動体験につきま

しては12回考えております。これは市内４ブ

ロックに分けて、できるだけこちらに来てい

ただきやすいようなそういう環境をつくりた

いということで、学校の体育館等をお借りし

て利用できればなというふうに考えてござい

ます。 

 これにつきましては、子どもについては30

人、40人来ていただけたらと思うんですけど

も、やっぱり数が増えるとスタッフのほうも

増やしていかなければなりませんので。 

○15番（堀内和久君）キャパ聞いとるだけな

んで、見積もりに対しての金額にイコール、

キャパ聞いとるだけなんです。 

○教育部長（阪口浩章君）12回でございます。 

 それから、交流イベント、ミニ運動会等に

つきましては１回ということでございます。 

 それについては、先ほど申し上げましたよ

うに、県立体育館等が使えるようであれば、

はっきり人数は今のところ決めておりません

けども、数百人等、できるだけたくさんの子

どもに来ていただきたいという思いでござい

ます。 

○議長（土井裕美子君）15番 堀内さん。 

○15番（堀内和久君）もう答えは結構です。

最後、言いたいことだけ言うて終わります。 

○議長（土井裕美子君）簡潔にお願いします。 

○15番（堀内和久君）簡潔にいきます。100人

やったら、結局前のときの80人の４年と６年

と一緒なんです。だから、きっちり見積もり

に対してキャパを決めて、ほんで募集枠決め

てちゃんとやっていってほしい。だから、予

算イコールキャパの分母になってなかったら

見積もりできないじゃないですか。そこがお

かしいというのと、教育長から発信した手紙

というのは税金かかっとるんです。だから、

５年生を呼ばなかった根拠にはならん。だか

ら、こういうのを気をつけて、他団体と共同

して、共有して頑張ってください。結構です。 

○議長（土井裕美子君）建設部長より訂正の

発言がありますので、建設部長、お願いいた

します。 

○建設部長（奈良雅木君）先ほど私が答弁さ

せていただきましたアスベストの件でござい

ます。私の認識不足で非常に申しわけなかっ

たんですけども、あくまでも確認させていた

だいてないと判断されたのは、もともとの飛

散性のあるアスベストに関してはないことが

確認されております。ただしながら、平成20

年にアスベストの種類というのが三つ追加さ

れておりまして、それについては確認されて

ない状況なんで、そこについては私どものほ

うからも設計事務所のほうに指導していきた

いと思いますので、ご理解お願いします。お

詫びして訂正します。失礼しました。 

○議長（土井裕美子君）よろしくお願いいた

します。 

 ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（土井裕美子君）質疑がありませんの

で、これをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。ただ今議題となってお

ります議案第１号については、委員会の付託

を省略いたしたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（土井裕美子君）ご異議がありません

ので、委員会の付託を省略することに決しま

した。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（土井裕美子君）討論がありませんの

で、討論を終結いたします。 

 これより議案第１号 令和元年度橋本市一

般会計補正予算（第２号）についてを採決い
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たします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（土井裕美子君）ご異議がありません

ので、本案は原案のとおり可決されました。 

 この際、午後１時まで休憩いたします。 

（午前11時57分 休憩） 

                     

（午後１時00分 再開） 

○議長（土井裕美子君）それでは、休憩前に

引き続き会議を開きます。 

 日程に従い、議案審議を行います。 

                     

 日程第13 議案第２号 令和元年度橋本市

国民健康保険特別会計補正予算

（第１号）について 

○議長（土井裕美子君）日程第13 議案第２

号 令和元年度橋本市国民健康保険特別会計

補正予算（第１号）について を議題といた

します。 

 これより質疑を行います。全般について行

います。 

 質疑ありませんか。 

 11番 阪本君。 

○11番（阪本久代君）８ページの保健事業に

要する経費の委託料、糖尿病性腎症重症化予

防委託料なんですけれども、どこに委託する

のかと、この事業の中身についての説明をお

願いします。 

○議長（土井裕美子君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（吉田健司君）委託先は橋本

市市民病院になります。 

 内容につきましては、これ、例年あるんで

すけども、糖尿病の重症化を防ぐために健診

で引っかかったりした本人の意思にもよるん

ですけども、本人から申請をいただいて、１

人６万円で、今回補正は30人分、180万円の補

正をさせていただきました。今まで結構申請

が少なかったということで、50万円の当初予

算でしたけども、今回既に６名の方がこれに

申し込んでいただいていますので、かなりの

数の方が増えるということで、今回６万円の

30人分を補正させていただきました。 

 以上です。 

○議長（土井裕美子君）11番 阪本君。 

○11番（阪本久代君）本人からの申請で市民

病院のほうに行ってもらって、たしか栄養指

導とかどうのこうのっていうの説明、きのう

かおとついぐらいにあったと思うんですけど

も、もう少し詳しい、市民病院に行った後ど

ういうふうなことをされるのかというのを、

説明をお願いします。 

○議長（土井裕美子君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（吉田健司君）市民病院に委

託しているということで、内容については任

せているところもあるんですけども、１人３

回で、１回２万円で３回行く形になります。

で、６万円ということで、市民病院で実施し

まして、看護師とか管理栄養士による保健指

導、食事指導等ということになっております。 

 以上です。 

○議長（土井裕美子君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（土井裕美子君）ありませんので、こ

れをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。ただ今議題となってお

ります議案第２号については、委員会の付託

を省略いたしたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（土井裕美子君）ご異議がありません

ので、委員会の付託を省略することに決しま

した。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（土井裕美子君）討論がありませんの

で、討論を終結いたします。 

 これより議案第２号 令和元年年度橋本市

国民健康保険特別会計補正予算（第１号）に

ついて を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（土井裕美子君）ご異議がありません

ので、本案は原案のとおり可決されました。 

                     

 日程第14 議案第３号 令和元年度橋本市

介護保険特別会計補正予算（第

１号）について 

○議長（土井裕美子君）日程第14 議案第３

号 令和元年度橋本市介護保険特別会計補正

予算（第１号）について を議題といたしま

す。 

 これより質疑を行います。全般について行

います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（土井裕美子君）質疑がありませんの

で、質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。ただ今議題となってお

ります議案第３号については、委員会の付託

を省略いたしたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（土井裕美子君）ご異議がありません

ので、委員会の付託を省略することに決しま

した。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（土井裕美子君）討論がありませんの

で、討論を終結いたします。 

 これより議案第３号 令和元年度橋本市介

護保険特別会計補正予算（第１号）について 

を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（土井裕美子君）ご異議がありません

ので、本案は原案のとおり可決されました。 

                     

 日程第15 議案第４号 令和元年度橋本市

工業団地造成事業特別会計補正

予算（第１号）について 

○議長（土井裕美子君）日程第15 議案第４

号 令和元年度橋本市工業団地造成事業特別

会計補正予算（第１号）について を議題と

いたします。 

 これより質疑を行います。全般について行

います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（土井裕美子君）質疑がありませんの

で、質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。ただ今議題となってお

ります議案第４号については、委員会の付託

を省略いたしたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（土井裕美子君）ご異議がありません

ので、委員会の付託を省略することに決しま

した。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（土井裕美子君）討論がありませんの

で、討論を終結いたします。 

 これより議案第４号 令和元年度橋本市工

業団地造成事業特別会計補正予算（第１号）

について を採決いたします。 
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 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（土井裕美子君）ご異議がありません

ので、本案は原案のとおり可決されました。 

                     

 日程第16 議案第５号 令和元年度橋本市

病院事業会計補正予算（第１号）

について 

○議長（土井裕美子君）日程第16 議案第５

号 令和元年度橋本市病院事業会計補正予算

（第１号）について を議題といたします。 

 これより質疑を行います。全般について行

います。 

 質疑ありませんか。 

 14番 小西さん。 

○14番（小西政宏君）ありがとうございます。

この３、４ページという言い方でいいんです

かね、収益的支出の経費の２報償費にあたる

と思います。弁護士費用です。最近この弁護

士費用というのがよくあるわけですけども、

これの内訳について今回の分、教えてくださ

い。 

○議長（土井裕美子君）病院事務局長。 

○病院事務局長（小林久義君）それでは、216

万円の報償費についてお答えします。当該報

償費の内容は、弁護士費用としての裁判の着

手金プラス消費税となっています。具体的に

は、現在係争中の事案等に対しまして、元市

議会議員による議場での不適切な発言とか誹

謗中傷、またＳＮＳでの当院を誹謗中傷する

内容を掲載したことに対しまして、訴訟を提

起するための費用となります。なお、本予算

の執行について、元市議の動向を見ながら対

応していきたいと考えております。 

 これにつきましては、訴訟を提起するのか

どうか、するのであればいつするのかと弁護

士に相談しながら今進めているところでござ

います。公の場である議会におきましてその

内容をお話しすることは、当方の動向をさら

すということになるために、具体的な事項に

ついての答弁は差し控えさせていただくこと、

ご理解のほどをよろしくお願いいたします。 

 また、元市議が市議の時代に述べられてい

たこと、市議でなくなった今もフェイスブッ

ク等で情報を発信していることに対しまして、

現時点で市民病院が法的措置をとっていない

のは、その内容を認めるものではないという

ことでございます。訴訟を提起するには市民

の血税を投じるわけでございますから、当然、

前に向けて努力しなければならないというこ

とでございますが、勝訴に向けて努力しなけ

ればならないということでございます。さら

に、訴訟を提起し、交渉相手方も弁護士を立

ててくるのでございましょうから、感情的に

訴訟を提起するのではなく、冷静に判断する

必要があると考えています。 

 本年４月の選挙は民意が反映された結果で

あるというふうに考えますが、今回の補正予

算は訴訟を提起するためのものではあります

が、あくまでも市民病院は市民の皆さまの信

頼を得るために地域の中核病院としてしっか

りと安心のできる医療を提供し続けることが

肝要と考えています。ご理解のほどよろしく

お願いします。 

○議長（土井裕美子君）ほかにありませんか。 

 11番 阪本さん。 

○11番（阪本久代君）同じ４ページで、手数

料のほうです。薬剤部補助業務派遣手数料と

いうふうに説明で書いてあったんですけど、

薬剤部のほうというか、薬剤師が不足してい

るということなんでしょうか。その辺の説明

をお願いします。 

○議長（土井裕美子君）病院事務局長。 

○病院事務局長（小林久義君）手数料につい

てお答えします。当該手数料につきましては、
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薬剤師の補助事務員２名分の派遣手数料とな

ります。現在、当院薬剤師は10名であります

が、昨年４月と比較すると２名減少しており

ます。さらに、副技師長が不在の期間が２年

以上続いています。薬剤師の募集を続行して

いますが、継続しながらも応募がない状況が

続いています。 

 今回、現場の薬剤師の負担軽減を図ること

と、補助事務員の業務内容から長期間業務に

従事していただける方の応募が少ないという

ことから、補助事務員２名を派遣という形で

増員していきたいと考えています。 

○議長（土井裕美子君）11番 阪本さん。 

○11番（阪本久代君）今のご説明でわかった

んですけれども、要するに募集をしても来て

もらえてないと。昨年よりも２人減のままで

あるというご説明だったんですけど、その辺

のなぜ来てもらえないというか、応募がない

というふうにお考えでしょうか。 

○議長（土井裕美子君）病院事務局長。 

○病院事務局長（小林久義君）薬剤の業務で

ございますので、補助事務員という形になっ

ていますが、薬剤師が来ない理由というのは

いろいろございます。その一つには、調剤薬

局とか、そういったところに職員の方が、薬

剤師が流れていくというような傾向がやはり

強いということですね。 

 病院の薬剤業務というのは、やはり特殊性

がございます。当然、患者さんに服薬指導を

したり、いろんな業務が伴うわけです。医師

に対してしっかりチェックするとか、そうい

うことも当然必要になってくるわけでござい

ますので、さらにはチーム医療とかっていう

部分では、薬剤師の業務というのは非常に重

要な部分でございます。そういう当直も含め

てございますので、病院の薬剤業務というの

が非常に複雑多岐にわたるということから応

募が少ないのかなというのがございます。 

 ただ、我々も学校関係とかそういったとこ

ろに募集活動を続けながら、確保には努力し

ているんですが、なかなか集まらないという

のが現状でございます。 

 補助員につきましても、派遣という形にし

ましたが、当然病院の嘱託とかそういったと

ころでも応募はしているんです。ところが、

やはり薬剤という業務の非常に名称も多岐に

わたって複雑になりますので、なかなか寄り

ついてくれないという部分がございます。そ

ういった部分につきましては派遣事業者のほ

うに依頼しまして、ある程度知識のある方の

派遣をお願いしているところでございますの

で、そういったことから派遣という形にさせ

ていただいているということでございます。 

○議長（土井裕美子君）ほかにありませんか。 

 15番 堀内さん。 

○15番（堀内和久君）先ほどの14番議員の報

償費のほうにちょっと戻らせていただいてい

いですか。 

 先ほどの関連になるんですけども、答弁で

誹謗中傷という言葉が出たと思うんですけど

も、双方今ぶつかっとるわけですから、内容

についてはこの議場では説明できないという

のはよくわかります。元議員の一般質問も４

回やったと思うんですけども、この誹謗中傷

の定義というのが答弁の中であるのがちょっ

と引っかかるんで、これは今裁判しているわ

けですから、裁判の結果、鉄のルールの司法

において出た結果が見えない限り、誹謗中傷

かどうかというのは決めれないと僕は思うん

です、どっちが正しいかを競っとるわけです

から。だから、答弁の中でちょっとおかしい

のかなと思ったのが一点と、動向を見ながら

というふうに、ほんでお金をつけるというこ

とやと思うんですけど、正しいんであれば議

会議決を得て闘っていただいたら全然いいと

思うんですけども、ただ、この動向を見なが
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らって、じゃあ、いつやるのという話、これ

が二つ目。やる気があるのということです。 

 で、三つ目、市長も答弁しとって、法的措

置も考えていますという答弁、２回目か３回

目かどこかでしたと思うんです。それは市を

預かっとる市長ですから、当然正しい見解や

と思ってます。ということは、もっと前から

市長の指示があったと思うんですけども、な

ぜもっと早くしなかったのか。つまり３回目、

４回目の一般質問を誘導しとるとも、僕はと

れないこともないのかなと。立ち位置によっ

て感覚は変わると思うので、なぜそれが今な

のかということ。 

 この三つお伺いします。 

○議長（土井裕美子君）病院事務局長。 

○病院事務局長（小林久義君）今、誹謗中傷

というのは主観的な部分でございますので、

客観的に見てそれはもし裁判という係争にな

りましたときには判断いただけることでござ

いますので、ちょっと私のほうが答弁として

誤りでございましたので、訂正させていただ

きます。 

 いつという話になりますと、先ほど申しま

したように、ちょっと当方のほうも準備もご

ざいますし、今現在ＳＮＳ等の動向も見なが

らということでございまして、これも慎重に

対応していきたいということでございますの

で、いつでもできるというような体制の中で、

一応補正として計上させていただいたわけで

ございます。 

 今まで何でしなかったかということでござ

いますけども、実際これだけ長く続くとは私

どもも想定していなかった部分でございまし

て、じゃあ、そのときに何でしなかったかと

いうことでございますが、関係の方々とも協

議しながら、選挙等もございましたし、そう

いうことも含めて時期をはかったところでご

ざいまして、今年度の予算という形になりま

した。これもちょっと遅きに失した部分はご

ざいますが、ご理解をお願いしたいと思いま

す。 

○議長（土井裕美子君）15番 堀内さん。 

○15番（堀内和久君）理解はします。否定を

するもんではないんで。鉄のルールである司

法の場において決着ついて、お互いが納得し

たらそれは一番いいことやというのはよくわ

かるんですけど、やっぱり選挙であったさか

いに時期がどうのというのも僕は関係ないと

思いますし、相手方は多分信念と理念の強い

方ですから、やっぱり真っすぐ来たら真っす

ぐ正々堂々と真っ向勝負せなあかんのかなっ

て。やっぱり時期も早く火を消すんであれば、

市民病院の名誉とか、市民病院の利益を損害

しているということがもし発生しているよう

な感じなんであれば、やっぱりちょっと時期

が遅いのかなというのはそれと思います。そ

の辺、最後にコメントいただけたらと思いま

す。 

 もう一個がこの216万円というのは、僕、ち

ょっと世間知らずで申しわけないんですけど、

これは高いんとちゃうんかなと思うんですけ

ど、相場はこんなもんなんですか。よろしく

お願いします。 

○議長（土井裕美子君）病院事務局長。 

○病院事務局長（小林久義君）216万円の相場

につきましては、前回も係争案件が一つある

んですけども、その際も200万円、ほんで消費

税ついて216万円。だいたい弁護士さんの着手

金なんですけども、相場的にはこの程度かな

というところでございますので、ご理解をお

願いしたいと。 

 それと、時期が遅れたという部分につきま

しては大変申しわけないんですけども、この

場で言うべきかどうかわかりませんが、選挙

に対しまして妨害みたいな、そういうことも

ちょっとまたいろいろ相談させていただきな
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がらここに至ったということでございますの

で、遅きに失した部分については誠に申しわ

けございませんでした。 

○議長（土井裕美子君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（土井裕美子君）ありませんので、こ

れをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。ただ今議題となってお

ります議案第５号については、委員会の付託

を省略いたしたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（土井裕美子君）ご異議がありません

ので、委員会の付託を省略することに決しま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（土井裕美子君）討論がありませんの

で、討論を終結いたします。 

 これより議案第５号 令和元年度橋本市病

院事業会計補正予算（第１号）について を

採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（土井裕美子君）ご異議がありません

ので、本案は原案のとおり可決されました。 


